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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記（Ａ）～（Ｄ）成分を含有することを特徴とするポリアミド系樹脂組成物。
（Ａ）ポリアミド、
（Ｂ）前記（Ａ）成分１００重量部に対して２～８０重量部の有機ハロゲン系難燃剤、
（Ｃ）前記（Ａ）成分１００重量部に対して０～５０重量部の難燃助剤、および
（Ｄ）前記（Ｂ）成分１００重量部に対して４．５～７０重量部の、部分的に１価のカチ
オンで中和されたアイオノマー樹脂
【請求項２】
（Ｅ）組成物の総重量に基づいて５～７０重量％の補強材をさらに含有することを特徴と
する請求項１記載のポリアミド系樹脂組成物。
【請求項３】
（Ｅ）補強材は、金属繊維および炭素繊維以外のフィラーであることを特徴とする請求項
２記載のポリアミド系樹脂組成物。
【請求項４】
（Ｆ）前記成分（Ａ）１００重量部に対して２～６０重量部のフェノール系樹脂をさらに
含有することを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載のポリアミド系樹脂組成物。
【請求項５】
請求項１～４のいずれかに記載のポリアミド系樹脂組成物から成形されたことを特徴とす
るポリアミド系樹脂成形品。
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【請求項６】
前記ポリアミド系樹脂成形品が薄肉部を備える射出成形品であって、該薄肉部がウェルド
部を有することを特徴とする請求項５に記載の成形品。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、有機ハロゲン系難燃剤を有するポリアミド系樹脂組成物およびその成形品に関
する。さらに詳しくは難燃性とウエルド強度が要求される電子・電気分野のコネクター等
の部品、自動車のコネクター等の電装部品に好適に用いられる有機ハロゲン系難燃剤を有
するポリアミド系樹脂組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
ポリアミド樹脂は、機械的特性、成形加工性、耐薬品性が良好であるという特性が利用さ
れて電気・電子部品、自動車部品、機械部品等の分野で使用されている。特に、電気・電
子部品用途においては、近年ますます難燃性に対する要求レベルが高くなり、本来ポリア
ミド樹脂の有する自己消火性よりも更に高度な難燃性が要求され、アンダーライターズ・
ラボラトリーのＵＬ－９４規格に基づく難燃性レベルの高度化検討がなされてきた。
【０００３】
従来のポリアミド樹脂の難燃化技術は、一般にハロゲン系難燃剤を添加することである。
例えば、ポリアミド樹脂への塩素置換多環式化合物の添加（特開昭４８－２９８４６号公
報）や臭素系難燃剤、たとえば、デカブロモジフェニルエーテルの添加（特開昭４７－７
１３４号公報）、臭素化ポリスチレンの添加（特開昭５１－４７０４４号公報、特開平４
－１７５３７１号公報）、臭素化ポリフェニレンエーテルの添加（特開昭５４－１１６０
５４号公報）、臭素化架橋芳香族重合体の添加（特開昭６３－３１７５５２号公報）、臭
素化スチレン－無水マレイン酸重合体の添加（特開平３－１６８２４６号公報）等の技術
が用いられ、これらの難燃剤は酸化アンチモン等の難燃助剤としばしば併用されてきた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
最近では、電子・電気部品もその技術的進歩に伴い、急速に軽薄短小化の方向をたどり、
従来にない薄肉小型製品が開発され実用化されるに至っている。この様な動きにおいて、
臭素化ポリスチレンを難燃剤とするポリアミド組成物は、薄肉部にウェルド部を有する成
形品を射出成形した場合、当該薄肉部の機械的強度が不足するという問題があることが判
った。これは従来の通常の肉厚品では経験しないことであった。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、この新たな問題に対し、鋭意検討した結果、有機ハロゲン系難燃剤を含有
するポリアミド系樹脂から成形される部品のウエルド特性は、そのモルフォロジーと関係
しているため、ポリアミドマトリックス中の有機ハロゲン系難燃剤の分散粒子のシェアに
よる変形を抑制することがウエルド特性を高めることに着目し、有機ハロゲン系難燃剤を
含有するポリアミド樹脂に部分的に１価のカチオンで中和されたアイオノマー樹脂を添加
する事によって、分散相である有機ハロゲン系難燃剤のウエルド部での配向を抑制でき、
このことによりウエルド強度、伸度が著しく改良されることを見いだし本発明を完成した
。
【０００６】
即ち、本発明の第１の形態であるポリアミド系樹脂組成物は、
（Ａ）ポリアミド、
（Ｂ）前記（Ａ）成分１００重量部に対して２～８０重量部の有機ハロゲン系難燃剤、
（Ｃ）前記（Ａ）成分１００重量部に対して０～５０重量部の難燃助剤、および
（Ｄ）前記（Ｂ）成分１００重量部に対して４．５～７０重量部の、部分的に１価のカチ
オンで中和されたアイオノマー樹脂、を含有することを特徴とする。
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【０００７】
上記第１の形態において、（Ｅ）組成物の総重量に基づいて５～７０重量％の補強材をさ
らに含有することが好ましい。また、（Ｅ）補強材は、金属繊維および炭素繊維以外の無
機フィラーであることが好ましい。
【０００８】
上記いずれかのポリアミド系樹脂組成物において、（Ｆ）成分（Ａ）１００重量部に対し
て２～６０重量部のフェノール系樹脂をさらに含有することが好ましい。
【０００９】
また、本発明の第２の形態であるポリアミド系樹脂成形品は、上記のいずれかのポリアミ
ド系樹脂組成物から成形されたことを特徴とする。成形品は、薄肉部を備える射出成形品
であって、その薄肉部がウェルド部を有する成形品であってもよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】
本発明で用いられる成分（Ａ）はアミド結合を有するポリマーであり、有機ジアミンと有
機ジカルボン酸とを重縮合して得られるポリマー、アミノカプロン酸を重縮合して得られ
るポリマー、ラクタム類を開環して得られるポリマー等である。
【００１１】
有機ジアミンの例としては、エチレンジアミン、トリメチレンジアミン、テトラメチレン
ジアミン、ペンタメチレンジアミン、ヘキサメチレンジアミン、１,７－ジアミノヘプタ
ン、１,８－ジアミノオクタン、１,９－ジアミノノナン、１,１０－ジアミノデカン、１
，１１－ジアミノウンデカン、１，１２－ジアミノドデカン、２－メチルペンタメチレン
ジアミン、２－エチルテトラメチレンジアミン等の脂肪族ジアミンや、１,３－ジアミノ
シクロヘキサン、１,４－ジアミノシクロヘキサン、１,３－ビス（アミノメチル）シクロ
ヘキサン、ビス（アミノメチル）シクロヘキサン、ビス（４－アミノシクロヘキシル）メ
タン、４,４′－ジアミノ－３,３′－ジメチルジシクロヘキシルメタン、イソフォロンジ
アミン、ピペラジンなどの脂環式ジアミンや、パラフェニレンジアミン、オルトフェニレ
ンジアミン、メタフェニレンジアミン、パラキシレンジアミン、メタキシレンジアミンな
どの芳香族ジアミンが挙げられ、これらは単独で、または二種類以上組み合わせて用いる
ことができるが、これらに限定されない。
【００１２】
有機ジカルボン酸としては、コハク酸、アジピン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ドデカ
ン二酸等の脂肪族ジカルボン酸や、テレフタル酸、イソフタル酸、フタル酸、２－メチル
テレフタル酸、ナフタレンジカルボン酸等の芳香族ジカルボン酸が挙げられ、これらは単
独で、または二種類以上組み合わせて用いることができるが、これらに限定されない。
【００１３】
アミノカプロン酸としては、ε－アミノカプロン酸、１１－アミノウンデカン酸、１２－
アミノドデカン酸、パラアミノ安息香酸等が挙げられ、これらは単独で、または二種類以
上組み合わせて用いることが出来るが、これらに限定されない。
【００１４】
ラクタム類としては、ε－カプロラクタム、ω－ラウロラクタム等が挙げられるが、これ
らに限定されるものではない。
【００１５】
本発明に用いられるポリアミドは、これらの単独重合体、共重合体、またはこれらのブレ
ンド物であっても良い。
【００１６】
上記の具体例としては次の様なものが挙げられるが、これに限定されるものではない。た
とえば、ナイロン６６、ナイロン６、ナイロン１１、ナイロン１２、ナイロン４６、ナイ
ロン６１０、ナイロン６１２、ナイロン６６／６、ナイロン６６／６Ｔ、ナイロン６６／
６Ｉ、ナイロン６Ｔ／６Ｉ、ナイロン９Ｔ、ナイロン６６／６Ｔ／６Ｉ、ナイロン６６／
６Ｔ／６１２、ナイロンＭＸＤ６等があり、一種または多種のポリアミドを用いることが
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できる。
【００１７】
本発明で用いられる成分（Ｂ）難燃剤としては、塩素系難燃剤や臭素系難燃剤等が一般的
である。
【００１８】
塩素系難燃剤としては、ドデカクロロペンタシクロオクタデカ－７，１５－ジエン等があ
り、具体的には、オキシデンタルケミカル社製デクロランプラス２５＜登録商標＞がある
。
【００１９】
臭素系難燃剤としては臭素化ポリスチレン、臭素化架橋芳香族重合体、臭素化スチレン無
水マレイン酸重合体、臭素化スチレングリシジル（メタ）アクリレート重合体、臭素化ポ
リフェニレンエーテル、臭素化ポリフェニレンオキシド、臭素化エポキシ樹脂、臭素化フ
ェノキシ樹脂等があるがこれらに限定されない。
【００２０】
上記の具体例としては、フェロ社製パイロチェック６８ＰＢ＜登録商標＞、パイロチェッ
ク６８ＰＢ－ＬＭ＜登録商標＞、グレートレークス社製ＰＤＢＳ－８０＜登録商標＞、Ｐ
ＤＢＳ－１０＜登録商標＞、マナック社製ＥＢＲ－３７０ＦＫ＜登録商標＞、グレートレ
ークス社製ＰＯ６４Ｐ＜登録商標＞、マクテシム社製Ｆ２４００＜登録商標＞、グレート
レークス社製ＣＮ－２０４４＜登録商標＞、ＣＮ－２０４４Ｃ＜登録商標＞等が挙げられ
る。
【００２１】
上記のうち、難燃性、耐熱分解性の点から臭素系難燃剤が好ましく、なかでも、耐熱性、
非ブリードアウト性の点から臭素化ポリスチレン、臭素化ポリフェニレンエーテル、臭素
化ポリフェニレンオキサイド、臭素化スチレングリシジル（メタ）アクリレート重合体、
臭素化架橋芳香族重合体が好ましく、特に臭素化ポリスチレン、臭素化スチレングリシジ
ル（メタ）アクリレート重合体が好ましい。
【００２２】
成分（Ｂ）の添加量はポリアミド１００重量部に対し、１０～１００重量部であり、好ま
しくは２０～１００重量部である。これは、所定量よりも少ないと難燃効果が充分でなく
、所定量を越えると薄肉ウェルド部の機械強度の著しい低下を招く。
【００２３】
本発明において、上記難燃剤に加えて補助的に難燃化効果を示す成分（Ｃ）難燃助剤を添
加することは有効である。こうすることにより難燃剤の添加量を少なくすることができる
。使用できる難燃助剤はたとえば、三酸化アンチモン、五酸化アンチモン、アンチモン酸
ソーダ等のアンチモン化合物、酸化亜鉛、酸化鉄、酸化スズ、酸化カルシウム、酸化マグ
ネシウム、酸化アルミニウム、酸化銅、酸化チタン等がある。また、ホウ酸亜鉛も有効な
化合物として知られている。
【００２４】
成分（Ｃ）の添加量はポリアミド １００重量部に対し、０～５０重量部、好ましくは１
～３０重量部程度であり、１種単独または２種以上組み合わせて用いることが出来る。多
く配合しすぎると組成物全体の機械的強度が低下するため好ましくない。
【００２５】
本発明で用いられる成分（Ｄ）部分的に１価のカチオンで中和されたアイオノマーは、ベ
ースポリマーの少なくとも一部が１価のカチオンで中和されたイオン架橋重合体である。
部分的に１価のカチオンで中和されたアイオノマーである限り、特に限定されずに使用す
ることができる。
【００２６】
ベースポリマーの具体例としては、エチレン・不飽和カルボン酸共重合体を挙げることが
できる。また、エチレンと不飽和カルボン酸以外にその他の不飽和モノマー成分を共重合
させてもよい。さらに、総和が上記条件を満たす限り、不飽和カルボン酸成分単位の異な
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るものを２種以上用いてもよい。
【００２７】
不飽和カルボン酸として、例えば、アクリル酸、メタクリル酸、エタクリル酸、マレイン
酸、フマル酸、マレイン酸モノメチルエステル、マレイン酸モノエチルエステル、無水マ
レイン酸、イタコン酸などが挙げられる。
【００２８】
他の不飽和モノマー成分としては、例えば、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリ
ル酸エチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ｎ－ブチルのようなア
クリル酸エステルやメタクリル酸エステル、あるいは酢酸ビニルなどが例示できる。
【００２９】
１価のカチオンは、リチウム、ナトリウム、カリウムなどのアルカリ金属である。カチオ
ンによる中和度は、特に限定されないが、平均中和度が１０モル％以上、好ましくは１５
～８０モル％からなるものが好適である。
【００３０】
成分（Ｄ）の添加量は（Ｂ）有機ハロゲン系難燃剤成分１００重量部に対し４．５～７０
重量部、好ましくは５．０～４０重量部程度であり、１種単独または２種以上組み合わせ
て用いることができる。上記範囲より添加量が少ないとウエルド強度の向上が十分得られ
ず、またフェノール樹脂を含む系においては難燃性が十分発揮されなくなる。また、添加
量が多すぎると難燃性、機械的強度が低下するため好ましくない。
【００３１】
本発明組成物を（Ｅ）補強剤で強化することは望ましい。電子・電気部品が薄肉化してい
るため、非補強ポリアミドでは剛性が不足するからである。また補強されたものは吸水に
よる寸法変化も少なく、熱変形温度も高くなる傾向にある。補強剤としては、周知のナイ
ロン用強化剤・充填剤を用い得る。たとえばガラス繊維、炭素繊維、チタン酸カリウム繊
維、石膏繊維、黄銅繊維、ステンレス繊維、スチール繊維、セラミクス繊維、ボロンウィ
スカ繊維、マイカ、タルク、シリカ、炭酸カルシウム、ガラスビーズ、ガラスフレーク、
クレー、ワラストナイト、酸化チタン、ハイドロタルサイト等の繊維状、粉状、あるいは
板状の無機フィラー、または芳香族アラミド繊維などが挙げられる。
【００３２】
これら充填剤は、一種もしくは二種以上組み合わせて用いても良い。特に、上記充填剤中
、ガラス繊維が好ましく使用される。ガラス繊維の種類は、一般の樹脂強化用に用いるも
のであれば特に限定はなく、短繊維タイプや長繊維タイプのチョップドストランド、ミル
ドファイバー等から選択して用いることができる。また、ガラス繊維は、エチレン／酢酸
ビニル共重合体や、ウレタン系、アクリル系、エポキシ系、ポリエステル系等の樹脂で被
覆あるいは集束されていてもよく、またシラン系、チタネート系カップリング剤、その他
の表面処理剤で処理されていても良い。
【００３３】
これら（Ｅ）補強剤の添加量は、組成物の全重量に基づいて、１～７０重量％、好ましく
は５～７０重量％、更に好ましくは1０重量部～５０重量％である。補強剤が少なすぎる
とその効果が不十分であるし、多すぎると成形加工時の流動性が悪くなり、成形品の表面
肌があれたり、ショートショットになる。
【００３４】
本発明において、（Ｆ）フェノール系樹脂を添加することは有効である。こうすることに
より難燃性が向上するので難燃剤の添加量を少なくすることができ、その結果ウエルド強
度が向上するだけでなく、耐湿性も向上するので寸法安定性が求められる用途においても
使用が可能となる。
【００３５】
本発明で使用される（Ｆ）フェノール系樹脂は、フェノール性水酸基を複数有する高分子
であれば任意であり、例えばノボラック型、レゾール型および熱反応型の樹脂、あるいは
これらを変性した樹脂が挙げられる。これらは硬化剤未添加の未硬化樹脂、半硬化樹脂、
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あるいは硬化樹脂であってもよい。
【００３６】
本発明の効果が最も発揮できる（Ｆ）フェノール系樹脂としては、硬化剤未添加で、非熱
反応性であるフェノールノボラック樹脂を挙げることができる。これは、ＵＬ９４規格に
おける難燃性、限界酸素指数の高さ、実成形品での難燃性および機械特性、流動性、最終
的に得られる成形品のウエルド部の強度および表面外観、並びに経済性の点で特に好まし
い。
【００３７】
また、上記の硬化剤未添加で、非熱反応性であるフェノールノボラック樹脂は、芳香族炭
化水素樹脂、エポキシ樹脂およびほう酸等で変性されていてもよい。
【００３８】
さらにまた、形状は特に制限されず、粉砕品、粒状、フレーク状、粉末状、針状、液状な
どいずれも使用できる。
【００３９】
上記（Ｆ）フェノール系樹脂は必要に応じ、１種または２種以上使用することができる。
（Ｆ）フェノール系樹脂は特に限定されるものではなく市販されているものを用いてもよ
い。フェノール系樹脂は、例えば、ノボラック型フェノール樹脂の場合、フェノール類と
アルデヒド類のモル比を１：０．７～１：０．９となるような比率で反応槽に仕込み、更
にシュウ酸、塩酸、硫酸、トルエンスルホン酸等の触媒を加えた後、加熱し、所定の時間
還流反応を行い、生成した水を除去するため真空脱水あるいは静置脱水し、更に残ってい
る水と未反応のフェノール類を除去する方法により得ることができる。これらの樹脂ある
いは複数の原料成分を用いることにより得られる共縮合フェノール樹脂は単独あるいは二
種以上用いることができる。
【００４０】
また、レゾール型フェノール樹脂は、フェノール類とアルデヒド類のモル比を１：１～１
：２となるような比率で反応槽に仕込み、水酸化ナトリウム、アンモニア水、その他の塩
基性物質などの触媒を加えた後、ノボラック型フェノール樹脂と同様の反応および処理を
して得ることができる。
【００４１】
ここで、フェノール類とはフェノール、ｏ－クレゾール、ｍ－クレゾール、ｐ－クレゾー
ル、チモール、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール、ｔｅｒｔ－ブチルカテコール、カテコ
ール、イソオイゲノール、ｏ－メトキシフェノール、４，４’－ジヒドロキシフェニル－
２，２－プロパン、サルチル酸イソアミル、サルチル酸ベンジル、サルチル酸メチル、２
，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－ｐ－クレゾール等が挙げられる。これらのフェノール類は
一種または二種以上用いることができる。一方、アルデヒド類とはホルムアルデヒド、パ
ラホルムアルデヒド、ポリオキシメチレン、トリオキサン等が挙げられる。これらのアル
デヒド類は必要に応じて一種または二種以上用いることができる。
【００４２】
（Ｆ）フェノール系樹脂の分子量は特に限定されないが、好ましくは数平均分子量で２０
０～２，０００であり、特に４００～１，５００の範囲のものが好ましい。なかでも数平
均分子量が４００～１５００の範囲のノボラック型フェノール樹脂が、ＵＬ９４規格にお
ける難燃性、限界酸素指数の高さ、実成形品での難燃性および機械的物性、成形加工性、
並びに経済性に優れ好ましい。
【００４３】
本発明において（Ｆ）フェノール系樹脂の添加量は、（Ａ）成分１００重量部に対して、
２～６０重量部、好ましくは５～５０重量部である。（Ｆ）フェノール系樹脂の配合量が
上記範囲内である場合は、難燃性、限界酸素指数、実成形品でのウエルド強度と難燃性、
流動性、表面外観が良好になる。
【００４４】
また、本発明の樹脂組成物には、本発明の組成物の特性を損なわない範囲内で、ハロゲン
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を含有しない（Ｆ）成分以外の低吸水性の樹脂を配合することもできる。このような低吸
水性の樹脂の例として、ポリオレフィン樹脂、ＡＢＳ樹脂、アタクチックポリスチレン樹
脂、シンジオタクチックポリスチレン樹脂、ポリフェニレンエーテル樹脂、ポリフェニレ
ンオキサイド樹脂、ポリアリレート、液晶性樹脂等が挙げられ、これらは必要に応じて一
種単独または二種以上用いてもよい。
【００４５】
上記低吸水性樹脂を本発明の組成物中に本発明の組成物の特性を損なわないようにうまく
アロイ化する方法としては、公知の種々のアロイ化手法を用いることができる。例えば、
上記の低吸水性樹脂中に、ポリアミドと反応する官能基含有化合物を共重合またはグラフ
トして変性してからアロイ化する方法、またはその変性した低吸水性樹脂を相溶化剤とし
て、同種または異種の相溶化可能な低吸水性樹脂と共にアロイ化する方法、低吸水性樹脂
と反応する部位とポリアミドと反応する部位を併せ持つ低分子または高分子化合物を相溶
化剤として用いる方法等が挙げられる。
【００４６】
本発明組成物には、熱安定剤として、銅系化合物、ハロゲンと金属の塩、ヒンダードフェ
ノール、イオウ含有化合物、有機燐系化合物、アミン系化合物等を添加してもよい。滑剤
として、ステアリン酸金属塩、エチレンビスステアリルアミド、モンタン酸エステル、モ
ンタン酸金属塩、ポリエチレングリコール、鉱物油等を添加してもよい。さらに、着色剤
、可塑剤、紫外線吸収剤、帯電防止剤等を添加することもできる。
【００４７】
本発明の樹脂組成物の製造方法は特に限定されない。例えば、ポリアミド樹脂に、特定の
難燃剤、特定の難燃助剤、特定のアイオノマー、充填剤の他、必要に応じて相溶化剤、リ
ン系化合物、金属化合物および上記に示す添加剤等そのほかの添加剤の混合物を単軸また
は多軸の押出機、ニーダー、ミキシングロール、バンバリーミキサー等の公知の溶融混練
機を用いて、２００～４００℃の温度で溶融混練する方法を挙げることができる。特に、
押出機を用いて溶融混練することができる。
【００４８】
また、本発明の樹脂組成物の一部の成分からなる混合物を溶融混練した後、さらに残りの
成分を含む混合物を成形前にブレンドし成形したり、本発明の樹脂組成物の一部成分を含
むポリアミド樹脂からなるマスターバッチを作成してから、最終的に本樹脂組成物を作成
しても良い。
【００４９】
本発明の樹脂組成物の溶融混練において、およびブレンド後の成形において、成分の添加
方法、順序等は限定されない。
【００５０】
本発明の樹脂組成物は、慣用の溶融成形法、例えば、射出成形法、圧縮成形法、または押
出成形法などを利用することにより、所望の形状の成形品を製造することができる。
【００５１】
本発明の樹脂組成物は、薄肉部がウェルド部にある薄肉部品を射出成形する際に特に好適
に使用される。
【００５２】
【実施例】
以下実施例で本発明をさらに詳細に説明するが、本発明はこれら実施例に限定されるもの
ではない。
【００５３】
なお、実施例および比較例に記載した諸特性は以下の方法により評価した。
【００５４】
（評価方法）
（１）薄肉ウエルド部の引張強度：厚み０．８mmのダンベル型引っ張り試験片の中央部に
ウエルド部が形成されるような金型を用いて成形片を作成し、ウエルド部の引張強度を測
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（２）薄肉ウエルド部の曲げ強度：厚み０．８mmの短冊形曲げ試験片の中央部にウエルド
部が形成されるような金型を用いて成形片を作成し、ウエルド部の曲げ強度を測定した。
（３）難燃性：米国ＵＮＤＥＲ ＷＲＩＴＥＲＳ ＬＡＢＯＲＡＴＯＲＩＥＳで定められた
ＵＬ－９４の規格に従って測定した。厚みが１／３２インチの試験片で実施した。
（４）吸水率：射出成形により厚さ４ｍｍのＩＳＯ型引っ張り試験片を成形し、成形直後
に重量を測定した。この平板を６０℃、９５％湿度下で１９２時間放置した後、取り出し
、乾燥した布で拭きあげ、再び重量を測定し吸水率を求めた。
【００５５】
また、以下の実施例及び比較例における各成分は以下に示す通りである。
（ポリアミド）
ＰＡ－１：ナイロン６６
ＰＡ－２：ナイロン６６／６Ｔ（４５／５５モル％）
（有機ハロゲン難燃剤）
ＦＲ－１：臭素化ポリスチレン、フェロー社製 パイロチェック６８ＰＢ（臭素含有量６
７％）
ＦＲ－２：臭素化ポリスチレン／グリシジルメタクリレート共重合体、グレートレークス
社製 ＣＮ－２０４４Ｃ（臭素含有量６５％）
ＦＲ－３：臭素化ポリスチレン、フェロー社製セイテックス ＨＰ－７０１０Ｇ（臭素含
有量６７％）
ＦＲ－４：臭素化ポリスチレン、グレートレークス社製 ＰＤＢＳ－８０（臭素含有量５
９％）
（難燃助剤）
ＳＹ－１：三酸化アンチモン８０％含有ポリエチレンマスターバッチ、ＰＰＣ社製 ＦＳ
ＰＯ４０５
（アイオノマー）
ＩＯ－１：エチレン／メタクリル酸共重合体のＮａアイオノマー、
三井デュポンポリケミカル社製 ハイミラン １７０７
ＩＯ－２：エチレン／メタクリル酸共重合体のＬｉアイオノマー、
三井デュポンポリケミカル社製 サーリン ７９３０
ＩＯ－３：エチレン／メタクリル酸共重合体のＺｎアイオノマー、
三井デュポンポリケミカル社製 ハイミラン １７０６
ＩＯ－４：エチレン／メタクリル酸共重合体のＭｇアイオノマー、
三井デュポンポリケミカル社製 ハイミラン ＡＭ７３１１
（エチレン／メタクリル酸共重合体）
ＥＭＡ：三井デュポンポリケミカル社製 ニュクレル Ｎ１５６０
（ガラス繊維）
ＧＦ：日本板硝子社製 ＴＰ６４
（フェノール樹脂）
ＰＮ：未硬化フェノールノボラック樹脂、スケネクタディ社製 ＨＲＪ１２７００
（潤滑剤）
ＬＢ－１：アルミニウムステアレート
【００５６】
（実施例１～８、比較例１～９）表１に示す割合（重量）で各成分を配合し、２軸押出機
（東芝社製ＴＥＭ－３５）で溶融混練し、水冷後ペレットを製造した。得られたペレット
を樹脂温度２９５℃、金型温度８０℃で射出成形し、各評価用の試験片を作成した。結果
を表１に示す。
【００５７】
【表１】
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【００５８】
【表２】

【００５９】
【表３】
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【００６０】
この結果から部分的に１価のカチオンで中和されたアイオノマー樹脂を添加することによ
ってウエルド強度が向上することがわかる。
【００６１】
（実施例９～１３、比較例１０）
表２に示す割合（重量）で各成分を配合し、２軸押出機（Ｗ＆Ｐ社製ＺＳＫ－４０）で溶
融混練し、水冷後ペレットを製造した。得られたペレットを樹脂温度３３０℃、金型温度
８０℃で射出成形し、各評価用の試験片を作成した。結果を表２に示す。
【００６２】
【表４】
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【００６３】
フェノール樹脂とアイオノマー樹脂の２成分を添加することによって、片方の成分の添加
だけでは得られないウエルド強度、難燃性、耐湿性を発揮することがわかる。
【００６４】
【発明の効果】
本発明により、難燃性が要求され、薄肉のウエルド部を有する射出成形品などの用途に好
適な難燃性ポリアミド樹脂組成物を提供することができる。
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